
平成25事業年度一般会計事業計画
口収入支出予算等に関する記者会見

発表事項

1平成25事業年度一般会計事業計画について

2平成25事業年度一般会計収入支出予算について

3平成24事業年度一般会計 (高齢者医療制度円滑導入勘定 )

収入支出補正予算について

4平成25事業年度一般会計 (高齢者医療制度円滑導入勘定 )

収入支出予算について

5東日本大震災に伴う診療報酬等請求支払の状況
(平成24年 12月 診療分(25年 1月 処理分))について

6保険診療と審査を考えるフォーラムの開催結果について

7支払基金における審査状況(平成24年 12月 審査分)について

8特別審査委員会の取扱状況 (平成25年 2月 審査分)について

9後期高齢者支援金等の収納状況
(平成24年度第10期(25年 1月 )分 )について

平成25年2月 25日

社 会 保 険 診 療 報 酬 支 払 基 金

平成25事業年度一般会計

事業計画について



こま釧

○ 弓|き続き、「支払基金サービス向上計画 (平成23～ 27年度)

一より良いサービスをより安く―」を着実に実施する。

O「支払基金サービス向上計画」の年次の実施状況を明らかにした

『支払基金サービス向上計画』の「第3次フォローアップ」を策定する。

O平 成25年度における支払基金の事業運営に当つては、引き続き、

次の基本的な考え方で取り組む。

①「守るべきものを守りつつ変えるべきものを変える」

②「組織力を最大化するマネジメント」

③「分かりやすい説明」

O ITを活用し、社会の要請に応える良質なサービスを提供する観点から、

平成25年度には、次のとおり、取り組む。

(1)審査の充実のための方策

イ コンピュータチェックの充実
○ 原審査の充実に向けて、チェックマスターを活用したコンピュータ

チェックの対象を段階的に拡大する。

口 突合点検及び縦覧点検
○ 平成24年度の実施運用状況を踏まえ、円滑な運用を図るため、

審査上の問題点等を把握し、対応を検討するとともに、その効果を

検証する。

福島県に所在し、平成25年2月 審査分まで突合・縦覧点検の実施の猶予措置の対象で

あつた医療機関のうち、福島第一原子力発電所の事故により、真に診療等に影響が生じて

いる医療機関で、改めて届出があった医療機関に対しては、猶予措置を更に6か月延長する。



ハ 職員の審査事務能力の向上

○ 職員の審査事務能力の向上を図り、全国の職員が同じ視点
(着眼点)で審査事務を行うことができるよう、次に掲げる方策
を実施する。

(イ)審査実務研修
口審査事務に関するリーダーを育成
口診療科別の審査事務の着眼点を習得

(口 )理解度の把握
口得意口不得意分野を把握し、能力に応じたフォローアップ

(ハ)他支部による 2次点検
・ 審査事務のノウハウの共有

(二)本部からの審査事務の指導口支援
・ 審査実績の分析・検証に基づいた指導
・ レセプト点検、審査実績の分析等支部の要請による支援

(ホ)ネットワークによる連携
・ IT等を活用し、本口支部及び支部・支部間の情報交換

|||:::|

1黒

(1)審査委員会の機能の強化

○ 弓|き続き、「専門分野別ワーキンググループ」の活用、「審査
委員長等ブロック別会議」の開催、医療顧間の配置 (平成25年度
中に169名 の配置を目指す。)等の方策を着実に実施する。

(2)「審査に関する支部間差異解消のための検討委員会」の機能強化
○ 「審査に関する支部間差異解消のための検討委員会」の機能強
化を図り、次のとおり、不合理な差異解消に努めることとする。

①  「審査に関する支部間差異解消のための中央検討委員会」に下部
組織として「差異事例部会」を設置し、審査取決事項や審査決定の考え
方を把握し、原審査及び再審査の結果を踏まえて分析する。

② その結果に基づいて、算定ルールの適用に係る差異については、不
明確な事項に関する取扱いを整理し、厚生労働省への情報提供と協
議を行うことにより、ルールの明確化及び見直しの要請を行う。

③ また、医学的判断に係る差異については、分析した状況を全支部の
審査委員会で共有することにより医学的判断の収束を図る。
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○ 「オンラインによる請求前の資格確認」の普及に取組み、保険者からの

資格関係誤リレセプトに係る再審査請求を減少させる。

O電 子レセプトを提出する医療機関及び電子レセプトを受け取る保険者を

支援するため、オンラインでのデータの提供日程、コンピュータシステムの

障害の発生状況等をメールで通知する。

○ 関係者の様々なニーズを踏まえ、個人情報の取り扱いに十分留意し
つつ、統一的な判断に基づき提供する。

○ 支払基金に委託した場合のメリットや留意点を十分に理解いただいた

上で支払基金に委託するよう働きかける。

第3効率的な事業運営
○ 民間法人としてコスト意識をもつて効率的に事業を運営する観点から、

次のとおり、取り組む。

(1)審査事務及び請求支払に係る業務フローの見直し

イ 医療機関に対するレセプトの電子化に向けた方策
○ 電子レセプトの移行を猶予する期間が満了する医療機関に対しては、
円滑に移行するよう働きかける。

○ オンラインで電子レセプトを提出する医療機関には、返戻レセプトの

再請求についてオンラインによる再請求を促進する。

回 公費負担医療の実施機関によるオンライン又は電子媒体での

電子レセプト又は連名簿の受取りの促進

ハ 保険者に対する電子化に向けた方策
○ オンラインで電子レセプトを受取る保険者については、オンラインに

よる請求関係帳票の受取り及び再審査請求を促進する。

(2)診療報酬等の収納と迅速・適正な支払



医療事務電算システムの機器更新

機器の老朽化に伴うトラブル回避、サービス向上計画に基づく
コンピュータチェックの充実等に対応する処理性能及び拡張性を
確保し、ITの進捗に的確に対応した最適化及び効率化を図るため、

機器更新を実施する。

① 平成24年度に調達したセンタサーバ及び支部中継サーバ等
の設置

② サーバOS等のハ―゙ゾョンアッフ
゜
に伴う業務アフ

゜
リケーションの改修

③ データの移行

手続きの透明性の向上を図るため、第二者による監査を実施する

機器更新と並行して、次のことを検討する。

① 業務プログラムの最適化を図るためのシステム刷新
② 支部職員及び審査委員の意見を踏まえた、業務効率化に資す
るためのプログラム改修
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((3)

○

(4)予算及び決算におけるPDCAサイクルの実施

○ 平成24年度予算と平成24年度決算との異同に関する分析
評価など、予算及び決算におけるPDCAサイクルを確実に実施し、
その結果を平成25年度予算の執行及び平成26年度予算の編成
に的確に反映する。

(5)会計・契約業務の見直し

O支 部の会計・契約事務を本部に更に集約するなど業務改善を
行うとともに、予算と決算における詳細な異同の分析及び会計・

契約業務の効率化を図ることを目的に、既存の会計・契約システム

を見直す。



(1)総コストの削減に向けた業務の改善のための取組み

○ 職員一人ひとりの創意工夫に基づいて総コストの削減に向けた業務の

改善のアイディアを競い合う取組みを継続する。

○ コスト削減という目的はもとより、いかに仕事の方法、手順を工夫、改善
(業務改善)するかという発想を重視する。

(2)職員定員の削減

○ 一般会計の職員定員について、平成27年度には、4,310人となるよう
段階的に削減する。

○ 平成25年度には、平成24年度と比較して▲125人に相当する4,559
人となるよう削減する。

(3)給与水準の引下げ

○ ラスパイレス指数については、支払基金サービス向上計画の目標どおり、
平成27年度中を目途におおむね100.0となるよう、各年度における動向
を見極めながら、必要な措置を講じる。

(4)コンピュータシステム関連経費の縮減

○ 新規のコンピュータシステムの開発及び機器等の調達について、一般競
争入札により業者を選定する。

(5)支払基金保有宿舎の整理合理化

○ 支払基金保有宿舎の整理合理化計画に基づき、市場の実勢をかんが
みた適正な価格での売却を進める。

具体的には、16棟59戸を売却予定とする。



○ 一般会計の支出について、平成27年度には、737.7億円以下を
ロキ旨す。

○ 平成25年度予算では、平成24年度予算と比較して▲1.4%
(▲ 10.6億円)に相当する763.4注億円とする。

注 :機器更新経費794億円及び平成33年 1月 に予定しているシステム刷新経費をIT化推進
経費積立預金へ計画的に繰入する経費242億円を除く。

○ 全レセプトの平均手数料について、平成27年度には、80.00円 以下
を目指す。

○ その達成に向けて、平成25年度予算では、平成24年度予算と比較し
て▲2.2%(▲ 1.80円 )に相当する81,70円とする。

O出 産育児一時金の支払及び調剤直接審査支払に伴う審査に関する意
見の提出等の手数料については、それぞれ単独で収支均衡を図るとの

考え方の下、業務実態等に合わせた見直しを行う。

4手数料水準の引下げ

第4組織運営の改善充実
～組織力の発揮と対外説明力の強化を目指して～

○ 全国組織としてのメリットを最大限発揮できるよう、組織運営について
次のとおリー層の改善を図るとともに、各部門においてマネジメントを
徹底する。

① 本部関係部門からの適切な支部支援
② 中核支部の果たす役割の強化
③ 中小支部の内部組織の見直し改善

○ 人事評価制度導入に向けた取組みを実施していくとともに、中央研修
の充実、支部研修や自己啓発を行う職員を積極的に支援する環境作り
を推進する。



○ 支払基金がITを効果的に活用して継続的に良質なサービスを提

供していくため、次のとおり改善に取り組む。

① 支払基金のlT利活用に関するプロセス(企画・開発口運用等)の

標準化を進め、従来以上にガバナンスが効くように改善
② システム開発時等のコストの適正化
③ 中期的なIT人材の育成

t11

○ 平成24年度中にとりまとめた事業の継続に関する計画を着実
に実施するとともに、内容の更なる充実及び残存する課題の解決

に向けた取組みを継続する。

○「コンプライアンスの手引き」の活用、「情報セキュリティポリシー」の

厳格な運用等により、各職員へのコンプライアンスの更なる徹底を図る。

○ 事業運営の透明性を確保するため、引き続き、内部監査及び

監事監査のほか、公認会計士監査を実施する。

○ 次の広報活動を通じ、支払基金の取組みに関する広報を分か

りやすく実施する。

① 記者会見の開催
② プレスリリースの実施
③ ホームページの更新口充実
④ 支払基金の事業運営に関する疑間への適切な対応
⑤ 毎月の本部広報誌(「月刊基金」)の発行
⑥ 本部・支部における報道機関の方との懇談会
⑦ 支部単位での広報の実施

・毎月の支部広報誌の発行
日被保険者に向けた広報活動



○ 再審査等結果通知書又は増減点連絡書等による審査結果の連

絡に係る照会等については、十分な理解が得られるよう的確な説明
に努める。

○ 各支部の「再審査相談窓口」のほか、本部においても「審査に関
する苦情相談窓口」や「お客様の声」受付窓口で受け付けた照会等
は、迅速かつ懇切丁寧に対応、それらの内容を組織的に共有、事
業運営に的確に反映する。

○ 支払基金の存在意義をわかりやすく説明するためには、査定に

現れない審査の意義の見える化を図ることが重要であることから、
返戻 (DPCレセプトを含む。)を通じたレセプトの適正化の効果を定
量的に示すため方策等について実施又は検討を進める。

○ レセプト電算処理システムの開発及び運用等、今後とも、診療報
酬の審査支払の専門機関として蓄積されたノウハウを活かし、医療
保険制度の基盤の整備、運用等に貢献していく6‐

  ・

イ 医薬品の適応外使用の事例に関する取扱いの検討

口 審査支払制度の見直しに関する提言
○ 保険者と医療機関との間で公正に事業を運営しなければな
らない独立の第三者として、必要に応じ、審査支払制度の見
直しを厚生労働省に提言する。

ハ 医療費に関する分析

○ 弓|き続き、審査支払機関として審査の充実を図るとともに、
保険者及び医療機関を始めとする関係者の二―ズに応えるた
め、医療費に関する分析に取り組む。



2平成25事業年度一般会計

収入支出予算について

平成 25事業年度 一般会計収入支出予算の基本的な考え方

・手数料水準の引下げを実現するため「別途積立預金」の全額を受入れ計上
・機器更新経費として「lT化推進経費積立預金」から受入れ計上



平成 24年度 +8.2億 円

(+0.90/6)

平成 25年度

876.3億円 884.5億円

事務費収入

平成 24年度

773.2億 円
+3.1億円
(+0.4%)

平成 25年度

776.3億H

手数料引下げによる影響額

医療保険  ▲140億円
公費    ▲13億円
地単    ▲18億円
計   ▲171億円

件数増による影響額

医療保険  +62億 円
公費    +24億 円
地単   +l17億 円

計   +202億 円

取扱見込件数は、平成21年度、22年度、23年度の対前年度伸び率の平均 (15%増 )を

24年度実績見込件数に乗じて算出した。

なお、地単分については、平成25年度新規受託見込分を加えて算出した。

平均手数料 83.50円 一 ▲180円 ―・・平均手数料 81.70円



平成24年度

876.3億円

(774.0億 円)

+8_2億円
平成25年度

884.5億 円

(763.4億円)

10.996

(▲ 1.4%)(▲ 10.6億円)

役員会費 : 05億円 (▲ 00億円)

施設費  :231億円 (▲12億円)

・大規模修繕経費  (▲ 08億円)

・事務所寄修饉経費  (▲05億円)

予■■  :43億 円 (▲01億円)

▲6.0億円

(▲15%)

▲32億円

(▲ 1.4%)

平成24年度 平成25年度

6.0億 円減 の 内訳
・定員削減による滅 (▲125人 ) …………………………………………・▲10.4億 円
・管理職ポス ト等削減による滅  ……………………………………¨……▲06億円

(管理職ポスト等の自1減 :部長▲2、 課長▲8、 副長▲1、 係長▲17、 班長▲30)

・定期昇給等による増 ¨………………………………………………・・…Ⅲ+3.4億円
・社会保険料率の変更による増 ……………………………………………・+1.5億円

(厚生年金保険料・健康保険料)

▲60億円

(▲ 15%)



審査委員会費

平成24年度 平成25年度

00.1億 円減の 内訳
・医療顧間採用 (36人 )等に伴 う増 …………………………………………・+3.0億円
。調剤審査員従事人日増に伴う審査委員会手当の増 ・………………・・ ・̈+0.5億円

(縦覧・突合点検実施に伴う調剤レセプトに係る審査等)

・一般審査委員の審査委員会出席率の反映による減 ・……………………・▲28億円
・審査参考図書の経費の減・・・・・・……………………………………………・▲08億円

〈診療報酬改定なし)

平成24年度
326.9億円

(224.6億円)

▲8.6億円
平成25年度
318.3億 円

(221.4億円)

▲2.60/0

(▲ 1.4%)(▲ 3.2億円)

円
円
円

億
億
億

▲
▲

土

円
円
円

億
億
億

費
費
費

生鷹
　
際

利福
旅

交

ｒ

コ

Ｉ

Ｌ

▲6.1億円
(▲39%)

今後5年間の支給見込饉平均



平成24年度 平成25年度
200.5億 円 ▲11.5億円 249.0億 円 A4.496

(▲ 3.9%)(158.2億円) (▲ 6.1億 円) (152.1億円)

口,こ費内訳
・●査 てコンピュータチェック)の

'実
● :帆 7億円

。保険●■びE●●口に対するサービス
のn上                :0'筐 円

・珀力H曇E●■助蔵事拿に饉る晏屁

拡大対応              :21● 円

1驚鷲費:等雛l聯

|::轟 [liI I:1盤 :撻撃:l

機薔更新に伴い■複する運用経費

饉薔更新経費    :▲ 1:0億 円
提供件数の増加に伴う晏託
経費等の増     : +14億 円

織
４

６

．

５
．▲

▲
＜

▲13.9億円
(▲18596)

(注)単価については、1餞未瀾の端数を切り捨てている。



平成 24事業年度一般会計
(高齢者医療制度円滑導入勘定)

収入支出補正予算について

① 趣旨
この措置は、70歳～74歳の被保険者又は被扶養者の療養に

係る一部負担金等の 1割相当額を国が被保険者等に代わつて支払
うために設けられた軽減特例措置である。
なお、支払基金はこの軽減特例措置を実施するため、円滑導入

基金 (財源は全額国庫補助)を設置し、その使途の経理を高齢者
医療制度円滑導入勘定で行つている。

② 軽減特例措置期間
平成20年度に特例措置として設けられた措置であつたが、

毎年度、国の補正予算により、軽減特例措置の延長が続いている。

③ 各年度の円滑導入基金の補正予算状況

平成 20年度 (当 初)

平成 20年度補正 (1次補正 1月 交付時)

平成 20年度補正 (2次補正 3月 交付時)

平成 21年度補正 (2次補正 3月 交付時)

平成 22年度補正 (補  正 2月 交付時)

平成 23年度補正 (4次補正 3月 交付時)

平成24年度補正 (補  正 3月 交付予定)

181億 円

232億 円
118億 円

257億 円
257億 円
232億 円

267億 円

29



平成24年度当初予算

263.6億円
+2669億 円

一

530.5億円

0指定公費負担医療費■時特例交付金

0事猫費臨時特例交付金

0円滑導入基金からの指定公費

負担E薇費受入金   :2598億 円

O円滑導入基金からの事務費
受入金        : 37億 円

0円滑導入基金から生じる利子収入

2639億円

31億円

263.6億円
+266.9億円

―

530.5億円

{::II埴 11鷹 1111医

壼費
電
ぜ 1留昌

{::::I貢

当
 :|‐ :Il

O円滑導入基金から生じる利子収入等見合い

受入金 263.5億 円

4 平成 25事業年度一般会計
(高齢者医療制度円滑導入勘定)

収入支出予算について





東日本大震災に伴う診療報酬等請求支払の状況

(平成24年 12月 診療分(25年 1月 処理分))について

1受付件数

(対前々年同月比 6.1%増 )

なお、震災の被災地である福島県は4.2%増 (4.6%増 )※、

岩手県は0.1%減 (1.7%増 )※、宮城県は3.6%減 (38%増 )※ 。
※( )内の数値は、対前々年同月比の数値である。

2-部負担金支払免除 (猶予 )レセプ ト支払確定件数
: 861656件 (前月比 1.3%増 )

3未確定レセプ トの支払確定件数 : 11件



合 計
※

医 科 歯 科 調 剤

前年同月比(伸び率)*( )内は、前々 年同月比

合 計 医 科 歯 科 調 剤

全 国 計 82,856 45,854 9,993 26,958
(6 1)

4 6
(4 9)
4 0

(4 ０

７2
(8 9)
6 3

被
災
３
県

03岩 手 723 391 84 247
(1 7)

▲ 0 1
(04)

▲  0 6
(1 8)

▲ 0 3
(38)
0 8

04宮 城 1,450 783 174 493 (3 8)
▲  3 6

(22)
▲  4 4

(67)
▲ 20

(56)
▲ 2 9

07福 島 1,206 669 135 402 (46)
4 2

(2 5)
38

(41)
3 8

(84)
5 1

※ 『合計」編の数値 は、訪問及び審査のみ分を含む数値である。

一部負担金支払免除(猶予)レセプト 未確定レセプト ハ
ロ 計

件 数 金 額 (千円) 件 数 金 額 (千円) 件 数 金 額 (千 円)

平成23年度計

(4月 (3月 診)～ 3月 (2月 診))
3,754.515 56.185,636 12.267 154,720 3 766.782 56.340.356

平
成
２
４
年
度

4月 (3月 診) 460.852 6.455,954 6 39 460,858 6.455,993

5月 (4月 診) 433.168 5,955,005 10 122 433.178 5,955,127

6月 (5月 診) 446.779 6.273.360 102 413 446.881 6 273,773

7月 ( 6月 2〉) 464,619 6.506.567 8 141 464.627 6.506,708

8月 (7月 診) 461,961 6.746, 445 2 8 461,963 6.746.453

9月 ( 8月 1ケ) 454,799 6.711.363 206 454,817 6,711.569

10月 (9月 診) 511.267 7.475,616 6 30 511.273 7,475.646

11月 (10月 診 ) 90,094 1.430.679 33 405 90,127 1.431.084

12月 (11月 診 ) 85.558 1.277.290 4 22 85.562
IL…

21

25年 1月 (¬ 2月 診) 86.656 1,254.012 94 86.667
|■

%t"61

[_il

7.250.268 106.271,927 12,467 156.200 7.262,735
I 

Ю Qは セ 71

※ 一部負担金支払免除(猶予)し′セプトの件数及び金を買は、災1レセプト及び災2:′セプトの合計である。 37



(単位 :千件、%)

合 計
※

医 科 歯 科 調 剤

前年同月比(伸び率)キ ( )内は、前々 年同月比

合 EI 医 科 歯 科 調 剤

全 国 計 79,371 44,199 9,322 25,798
(48)
46

(35)
4 0

(44)
1.フ

(72)
6 6

被
災
３
県

03岩 手 705 383 82 239
(19)
21

(05)
2 0

(21)
▲ 1.6

(42)
35

04宮 城 1,393 756 163 473 (▲ 02)
▲ 0 6

(▲ 20)
▲ 06

(45)
▲  7 7

(1 3)
2 2

07福 島 1,166 650 126 390 (29)
4 3

(09)
4.3

(31)
0.2

(64)
5 8

※ fttll」 相の薇■は、紡間及び審査のみ分を含む跛値である。

6保険診療と審査を考えるフォーラムの

開催結果について



ド輻 ‐‐l]

○ 「支払基金」、その中でも「審査委員会」が機能することによって、国民
皆保険が支えられていることやその担う役割 (存在意義)について、国民
に向けて発信していくこと。(広報活動)

〔蘭催概要皮む参加状況|

○ 開催日時 平成25年2月 5日 (火 )

13時～15時30分

○ 開催場所 大手町サンケイプラザ (東京都 )

○ 開催内容 基調講演
パネルディスカッション
パネル展示

参加区分 参加人数

一般参加
K(募集定員150名 )

198名

報道関係 30名

関係団体等 76名

※ 審査委員 140名

合   計 444名

アンケート回答者の職種構成

※ アンケート回収率 60.2%(除く審査委員)
【その他にご回答いただいた方の職種】

行政・国保審査委員・医療経営コンサルタント



1 初めて、支払基金として公開シンポジウムを開催しましたが、こうした機会
を設けたことをどのように思われますか。

一
一

Elい

良くない

2今回のフォーラムの内容全般について、どのように感じましたか。

‐ 満足

□ やや満足

囲 やや不満

‐ 不満

□ その他

□ 無回答



3パネルディスカッションについてご理解いただけましたか。

一
□
□
一

よく理解できた

理解できた

あまり理解できなかった

理解できなかつた

7支払基金における審査状況

(平成24年 12月 審査分)について



原審査の状況

・前年同月に比べ、請求件数、請求点数ともに若干の増加
・前年同月に比べ、査定件数 (単月点検分)、 査定点数 (単月点検分)と もに若干減少

注1 突合点検に係る査定件数・点敗には医科(歯科)レセプトと8n‖レセプトを照合した結果、査定となつた口剤レセプトの件数及び点数を含んでいる。

注2経覧点検分に|ま 入外点検分を含んでおり、入外点検分の査定件数は48千件、査定点敗は7'万点である。

注3国中の (96)は対前年同月比である。 :口剤レセプトの請求件敗      2597万

請求点数   237億 3,フ00万

請求件数 (→      5,339万件 (104.1%)

査定件数 (B)     584万 件 (117.2%)

単月点検分       491万 件 (985%)
突合点検分       64万 件

縦覧点検分       29万 件

査定件数率 ((Bンの X100) 1094%(112_5%)
単月点検分        0920% (94696)
突合点検分       0120%
縦覧点検分       0054%

請求点数 (C)   988億 8,659万点 (102.3%)

査定点数 (D)    2億 5,109万点 (112.7%)

単月点検分      2億 2,125万点 (993%)

突合点検分        2,093万 点

縦覧点検分         890万 点

定点数率〈(Dン(C)X100)  0.254%(109.60/6)
単月点検分         022496(966%)
突合点検分         0021%
縦覧点検分         0009%

原審査の状況

・前年同月に比べ、請求件数、請求点数ともに若干の増加
・前年同月に比べ、査定件数 (単月点検分)、 査定点数 (単月点検分)と もに若干減少

注1 突合点検に係る査定件餞・点餞には医科レセプトと調飼レセプトを照合した結果、査定となった日剤レセプトの件敗及び点徴を含んている.

注2縦覧点検分には入外点検分を含んでおり、入外点検分の査定件数は4フ千件、査定点数は76万点である.

注3図中の(96)は対前年同月比である。

請求件数(A)     4,396万件 (105.0%)

査 定件数 (B)     550万 件 (118.3%)

単月点検分       46.2万 件 (99_4%)

突合点検分        63万 件

縦覧点検分       24万 件

査定件数率 ((B)/(A〉 X100) 1251%(112.7%)
単月点検分        1051% (947%)
突合点検分       0.144%
縦覧点検分        0.056%     1

請求点数(C)   874億 6,874万点 (103.3%)

査定点数 (D)    2億 4,714万点 (112.8%)

単月点検分       2億 1,787万 点 (99_4%)

突合点検分        2.008万点

縦覧点検分         839万 点

定点数率 ((Dン (C)X100)  0283%(109.1%)
単月点検分          0249% (962%)
突合点検分         0024%
縦覧点検分         0.010%



原審査の状況

・前年同月に比べ、請求件数は若干増加、請求点数は若干減少
。前年同月に比べ、査定件数 (単月点検分)は10%強の減少、査定点数 (単月点検分)は若干減少

請求点数(C)   114億 1,785万 点 (989%)

査定点数(D)       395万 点 (109.0%)

単月点検分         339万点 (934%)

突合点検分          5万 点

縦覧点検分         51万 点

屏ヅ讐骰賽llが1器ツ1躙
岬叩剛剛

ll鞘:跳
‖
イ|も1襴サ‖

単月点検分         0030% (94.5%)|

霊i[曇l  Ⅷ誘 |
‖|‖‖|‖ ||||‖‖|‖‖‖|‖‖‖|‖‖||‖ |‖|‖||‖ |‖|‖‖|||‖ |||||‖‖|‖||‖ |‖‖||IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII‖ ||‖ |

注1 突合点検に係る査定件徴・点数には歯科レセプトと調剤レセプトを照合した結果、査定となつた調剤レセプトの件数及び点数を含んでいる。

注2縦覧点検分には入外点検分を含んでおり、入外点検分の査定件数lt0 06千 件、査定点数は|万点である。

注3日中の (96)は対前年同月比である。

請求件数 (A) 944万件 (100.4%)「

:|し  1111111:111:li l

査定件数 (B)

::| |||:11111■ li l11 111 1 11, 1::::11■ ■
.:

単月点検分

突合点検分

縦覧点検分

3.4万 件 (1018%)
29万件 (865%)

0.1万件

05万件

査定件数率く(Bンω X100) 0・364%(101.4%)

単月点検分       0300% (861%)
突合点検分       0006%
縦覧点検分       0.049%

〔特別審査姜員会分を含む〕
（
点

）

・平成23年12月 45.4% → 平成24年 12月  553%
・前年同月と比べ99ポイントの上昇、前月 (560%)に比べ07ポイントの減少



DPCレセプトの原審査における
審査返戻状況

・受付件数は10%弱の増加、返戻件数は若干の減少、返戻件数率は10%弱の減少

※()内は対前年同月比

受付件数(A)     384,560件
(107.3%)

審査返戻件数(B)    4,396件
(98.70/o)

審査返戻件数率     1・ 143%
((B)/(A)X100)     (92.00/o)

受付点数 (C)  208億 3,697万点

(111.0%)

審査返戻点数 (D) 5億 2,733万点

(107.60/o)

審査返戻点数率 2.5310/o

(96.9%)((D)/(C)X100)

再審査等の状況

。前年同月と比べ、申し出件数は若干減少
・単月点検分は、査定件数・査定点数ともに若干増加
・縦覧点検分は、査定件数・査定点数ともに若干減少

審査返戻
06万件
1596

(1245%)

請求点数  査定点数

審査返戻分点数
10,337万点
(128096)

ⅢⅢⅢ柵Ⅲ

※ ()内は対前年同月比

査定件数



再審査等の状況

・申し出件数は若干減少、査定件数は10%弱の増加、査定点数は10%弱 の減少

件 数 請求点数 査定点数

l10
1億

9,497万点

|:::|:|:||:

l10

審査返戻
01万件    審査返戻分点数
040/0 154万点

(85。9%) (853%)

12.9万件
(93.80/o) ※ ()内は対前年同月比

再審査等の状況

・申し出件数、査定件数は20%前後の増加、査定点数 (増 点)は20%弱の増加

件 数 請求点数 査定点数

lll吟 l10
1 増点

11,1ザT_

2.7万 件
(119.1%) ※ ()内 は対前年同月比



・申し出件数は10%弱の減少、資格返戻件数、事務返戻件数ともに10%以上の減少

件 数 点 数

事務返戻
2.7万件
131%
(8500/6)

その他
44万件
2180//0

(1227%)

事務返戻
2億

178万点
2010//0

(115.8%)

その他
4億

8,619万点
4830/0

(115.4%)

20.4万件
(903%)

10億 572万点

(105.8%) ※ ()内 は対前年同月比

300

250

200

150

100

50

00
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

-20年 度 再審査

― ●-24年魔 再審査
-20年 度・原審査(突合・縦買含む)

一 日‐-24年 度・原審査(突合・縦覧含む)

2屁  :ガ__2T .場

・請求1万 点当たり原審査査定点数は前年同月と比べて若干減少

30        27        30        28        .こ
        20        ,R        タフ



350

300

250

200

150

100

50

00

・請求1万 点当たり原審査査定点数は前年同月と比べて若干減少

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
月

-20年
度・再審査

― ●-24年度 再審査
-23年

度・原審査(突合・縦覧含む)

一 日―-24年度 原審査(突合 縦覧含む)

推移■■

32       33

・請求1万点当たり原審査査定点数は前年同月に比べ若干減少

|



10

08

00

04

02

00
審
査
月

月４月月２5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

・審査返戻件数率は前年同月に比べ若干減少

―O-23年度   ―‐ 24年度

点

・請求1万点当たり審査返戻点数は前年同月に比べ若干減少

―O-23年度    ―●-24年度

5月 6月 7月 8月 9月 10月 1:月 12月 :月 2月 3月 4月
番
査



再審査費定書J合(見落とし率 )の月別推移

|  
―●―医科入院    ¬卜医科入院外    ―ロー歯

直近12月 審査分の医科歯科計は、前月に比べ横ばい

10

111

110… ibl…

83  80   iO

再占:壼Lt,胡  萌  明  10n .月  哺  1月  " 3月  4月  萌  6月  胡  8月  明  頓  "月  嘲

請求1万点当たり再審査査定点数(制度月u状況 )

.ご::111旱
胡  明  9月  10n "月  123 1月  2月  鋼  輌  明  明  

“

 8月  3月  u llF ‐
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【参考】

支払基金における審査状況

(平成24年 11月 審査分 )

構成割合..1卸

※平成25年 1月 30日 現在において責別が確定したものの数値である。



特別審査委員会の取扱状況

(平成25年 2月 審査分)について

受付件数 1,983イ牛

医科 1,920件 (96. 8%)

4%)

8%)

上凶

漢

科

方

47件 (2.

(0.161牛



2.2∞

21100

2,000

1,900

1,8∞

1,p∞

1,600

1.5∞

1,400

1,300

1,2∞

1,100

11000

医科の内訳

その他の疾患
522件 27.20/。

血液疾患
519件 27.0%

運動器疾患
207件 10.8% 脳疾患

349引卜18.2°/。循環器疾患
323件 16.8%



請求点数

査定点数

査定点数率

医科
歯科

漢方

8億8,882万点

2,139万点

2.41%

2.41%
2.450/0

0.000/0

350

301

250

2m



9後期高齢者支援金等の収納状況

J藤.(平成24年度第10期 (25年 1月 )分)について

後期高齢者支援金等の収納状況
(平成24年度第10期 (1月 )分 )

納付期限 (2月 5日 )現在

区  分
収 納 率

保険者数 金  額

後期高齢者支援金等 99.50//o 99.6%

前期高齢者納付金等 99.6% 99.5%

退職者給付拠出金 99.2% 99.5%

介護給付費・

地域支援事業支援納付金
99.5% 99.5%

0指 定期限の2月 18日までに全額収納済



記者会見等の開催予定

1全国基金審査委員長・支部長会議の公開予定
・日時

平成25年 3月 7日 (木)13:00～ (1時間程度)

・場所
ザログランドホール(品 j:|グランドセントラルタワー3階 )

2次回記者会見開催予定
・日時

平成25年 3月 18日 (月 )17:00～
・場所

基金本部9階会議室


